
霧1艶町蹴ヅ∵嚇

、ぐ、　轡・レ・

1：・　　　　・、
’，！6　　　・～　　．

へ　「舷　・．　・　・　　　　e，

∴》｝・　　”　　’　　　・

臨∴　㌶

乳㌧

〕ゼ

・：∵滞鶏鮨∴紺厚醜∫ll梅纂y㌔

癒壷∴／く“ρ∵．・
廿＼：、㌧ザ　　　・，〆

　お　　　v
／　　璽’・・1　‘いぺ㌧

　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　営　　　　　　ガ　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　づ

　　癖穆ト幅蜘よ蜘一」瞬
　　　りダ舟醸鰍態蓼騨購へ轡し・やエネ1娠
　　誰一差に等し野光を吸醗する時のスペ9トルが吸狼スペ

　　f獅・で・灘邸卿匙の遡蠣合鰯ザ分≠
ヂ・エネ硬」は一・twに驚rネ・・荊頃柄蹄の蜘、

罫灘襯鑑論繍慮雛禁こ騒’：ンs

碧エネ・犀咋卿鏑燃ρ蝋謙光を示す桝であ邑
∵喝．赤外鰍継ハル聯こ？いで鵬谷即締が

　←

　　　、

♂源・ゴ

紫外線吸牧激よび攣殖鼠ペク晒分析
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　㌧
　　　　　　　　　　　　　　　　・　i；’、
　　　　　　　　　　　　　　　　藁1⇒，、，。、，：　il

’聡：：L搾ジ∴∴商謬爺1論r喉

　　　　　　　　　　　　8　　　ぺ
一㌔ @　　’a　　　　　　　　　・　，．　〆。∴　∴1蕾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’・　　　　　　　1　　　・：∵♂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？　　　1　　’t　・・了ご1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　、　　一　　　　　〆」磁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でぐ・t°　ご》舞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、∴，　　、、つ　　㌦壷
藤　　’森　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　・　　v　　　　　，・ギ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E　　　，　　　り　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ　　　　　　きト

　　　　　　　　　　”一・・J、∴，　ぐ、，門∴・㌧・1／i

　　　　　　　、こ轟画砺試轍醐類婚繍げである測∵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　㍗㌔ノハ　　　　　　寅離はμ）吸蠣裡噂蜘こよる二聯鵠や共軸

　　　　　　②・謹齢ρ撚紋び醐9騰・¢》鷹灘自身∴ン

　　　　　　切辮④鋼の繍憾㈲併ゐ鞭働騨をド、；

髪麗榔劇騨畔f乳嘩1
　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヱ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

’t @近紫外・繭鱒轍の原轟鞭方法・殺傭｝まさきに，

　㌧超介したが1）この吸脚こは共q騰逡が必9tである6例え

　　、ぱベソ諺γ欝邉を患つ芳香族化合吻は紫外購牧を揖すが

＼飽繊化横飾るバラフ・瀕悸2㈱触嘱い紫
　　外および可麟に醐である・Lt・がつて有樹蹄㈱f
　　　縣鰯醐吸擬二軍齢曜搬態に姻し・、その
　　弾鳴離磯却と剛オ潮醐鐙・（イit”ソ型）韓は
　　、楓性を帯び杷翻（双趣子型）の影響を蝿くう嫉るρζ　．

　　　れは嚇が鷺吸蜘こより身子丙に電荷の麟る、、
　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ

　　・たあイォン型或は救極子欝造の審黒をよ勧多く身けるか・

　　　ち℃ある・職覇鴫磯の辮導聯趣鐵

τ欝募鷹隷響雰講灘芝晦薦†∫

t方法で撚る・t－＿：，累　　，
　　　　　　　　　N　　　　畷縢スペハルは憂福縫の欝遭による・b§・一鰻には

　　鰹野畿書端識雲農驚欝；し

Ltソ；2’ bH・－CH・一℃H・－C恥CH・’と蠣等し畷灘1’

　　　示勃禰さで繭障概締の蹄である・ま概ルキ
　　　ルペソギンではスペグトルはよく似ていてペソゼソ撚に　，

t’“よるととを示してVる・これ鰍子原禰鱗な漉’

　　　第ユ表に録すo　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　、

第1St　一㍉

うけてスペハルは鄭亮藷ρた癩佛含物の分　1

瑠膿銃嚇講壌琴隷甥鷺響望零
　SPt5。・；1～レ、　t．、鴫：，一＋t　　∴、　沈

．1．コ重齢嫉鶴凝さにウし艇見ると・’ 窒ﾌ壌ずに．寝

．齋講鰺1欝器磨灘鍮芝姦◎
1敦す翻一cく8翠晦醜《8罫とあ共鳴のたり

雄雌長へずμる・（第1鋤きらに不飽和脂臓で二重・

　結倉あ鎌の壇す

に？濃澱騨．　　　　　一セ
　　　　　　　　　　　　　　　　L
　＊してくると二と嫁第

　、2蓑に示すP共魎a’

　Lない不飽繍爵肪．

’酸rkレイy搬①・触歯

」　1コノ瀞ル醸（2》

．勤≠ゲ1ρヅ醐3），

　ナラキド」ノ駿（4∫

と二鷺齢⑳簿ナ
　　rt　　　　　　　　　　　　　　　　　キ

　につれで，2100み

砺救の張さを塘
Uそ扁。S）’一’

．，

D（鐙2嗣）　　’、・

　　’一た1ガ諮2表

x

’，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

髣凬ﾕ㌦
．、緋2〃・嬬，　L

♂

・ン多［　　　　　、ハ　　／ド　　　1　芹吻転5　頭 阜　　F　　　　　　　　　　＼　　　．　、

@　　　A　F
E認：∵・ノム∫　　　　汽　，一噺　、　∠λノ・ゼ．∴　・7．ノ　　．ψ　　　　’

：・．毎　o 　　、　　　　　　　　　～　　　　　　　　‘@　　　　、1，・ナ、h　　　　！　、　　心　　　　　　　　　　7㌦u　　　　　、　　　P　　　　　　　　　　　　、　　ぐ　　　　▼／卜一　　　　　　、　　　　　　噌　　　　　ヤ

ナ　　　　3

版　か　　　げ
卿　　2瞬　、　　　・

@　〆い一t・1
セー

一隼1幽
認

す

　C亙3－一（CH2＝　Cll2）・…．am1　　2080」陶「・

　C恥（CH・　・CH・）・－C◎0彗”26｝°”㌧

‘　◎臣3－（CH黛＝二q藍｛孚）3－GQOH．　302iO〃

CHs－（eq・≠C琴・）・；C・（檸鋼゜”一

ジ　マ

“

～

巳

皆

　　’｝

＞c＝ρぐ・8・・A

＞C・・i・1鋤

；N＝　N－・：・3500．〃

－NO2　　3700〃

〆

）・　剛A
ノ＼／＼　　　’
　　　　　　3110〃％k人ノ、
ノ＼／、八，・
　　　　　　媒750〃　t，r4　11　’

“　＼　　　　　　v

t

焦鼠箪／1娯∴，r、

●

／句

か

　置換塾の影響は主に置換基禽身めイ舜シr馳尋ネルギ漏㍉㌧・

QXう雌質み膿躍羅紛子卿の醐膿態・分♪
子卿騨1，鼎懲吻鵜とである・前駅は働迄嫉∴

べ疲ン・ト脚導残・一・セ汐ニサy響ずべて∵c
戻yぜy蜘ご鈎騒離傘承編㍉購勇よ為網1勲≧華で　t・

無混騨肇講論麟灘鐸ll鳶
。° C；藩、霊菰臨∵ざ．豪㍉：∴黛編∴漆



蟹響鑓贈1デ∵ダ塁：詐～ご》愚郭搾ぐ讐㌧∵三

か』㌧邑れ膿を鱈ナがゴー

秘こ繍羅灘ρ孤＼
・1　蟄電子饗の電子一つ㌦

、がペソぜソ核に移㌦・3〃

晒　詠・騨嘩が正擁ε超

∫・　rx“ソぜン該の炭棄

療弾鯉糊しv、
。1　売欝鐙が共鳴に寄　、

　・　輿ずる繕果である◎

　　1ηキ壇換でギ
　ts　欝らは孤電子饗を、ゴ’

ノ

ジ♪　　ば第4懸、、欝4號
、〆　　、　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　’、，卿

ノ　 Le　、　　　　　 「　　　　　　　　　　　9

　　　　㌘纏17va
，、・ d　2．岡
　ヒ　　　　し　　　　　　　　　　　あ

　　　濁ζ購離㌦

わ“ @　窃しデペソゼ宮吸
　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f

ノ・ @」牧旗り長波畏にな

　　　一る6このような雛・

　　　　醸露の影響はペソ　　・

　　　b壕ぜソ醐鷹におt

∵　ぜ　　　ty　’脱∴ド“㌦㌢ご1∵㍉パ掌際癖
　　・　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　暫　　　　＼　　　　　　　　　　　　㍉㌧

ガ　　　、　　　　　　　　　　、　　　　　’”　　k45　　　　「　、ny

ギル慶換および共鞠による理敬のずれは，．脂肪搬絶水　t　」

素でも重宴であ9，エチレソ，プタヂ＝ソおよびこれら・

D

　x　認　　　　　じ
1　　’鵡アQ
　　　を　　　　　　　　　　　　　　　し

凝1鰯6ゆ1∴
’ごρa4〆’
　　　　　　　　ノ
ー』・ ｦ　’
！∴．ド・’・風
ノt．　　，　　　　・

’1・

r＿

望

ン　　、

　　t1：ぞ讐讐礎錨撫　　一・ぐ　　蝋卜斡　’　　　　・　　　　　　ヤ

之1

@紗

､．毫姪、5｝、・群㌃，一

∴一ギ鯉照攣レ，膨岬，・∴〆　　　．欝塩慨『弓・　’い　’二　　・　『　．　　　”　㌧’　　漣　、　　　片　　　　・餓とメタ配陶挫め電子受容睡庭わ欧ら軸ペレゼン吸改

　　　　　　　一　第　5　圓

の誘瀬騰の例を第3表に示す。’

　　　　・　　　　第　3　表
　t　　　　　　　　　　　　Y　　　　　　　　　　　　　　　・

o

　v　　　・。　　　　ご

　エチレy
　プロピレソ

　ブデソ（シス）

　トリメチル＼

　エチレン，

1740λ @盆享諺・2箏麟
1885〃　ブタヂ土ソ　∴2妬2〃
　　　　k　　　　　
2072〃　　イ’ソプレソ’　2231〃。

　　　　ヂメチル・　　　　　　　　　　2283〃2181〃
　　　　ブタヂエソ

暇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吸牧原子團炉共範ずる蒔薪らしい喪瀕1長i難を斌ずが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吸散療手薗の共鳴を嬬轡する條件があればとゐ吸股ぼ失

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　われる。一般に共範二蟹繕含が共鳴する時これにふく慶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち

ピ1　　　　　　　　　　i　＊・69子は一咽致鮒れを甑らないが・置鮭嘩　t
“t @　　　　　　　　　　髄購趨れば噸腔を，と燭艦くなbx’9ハ吻墜

．t B　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の共鳴に≧より一符臨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J

∴∵豪難i鐸耀難鍵嚢難　　　　　誕寒1霊．
多ン鋤敏働ジ：雌轟麟継め電’li癒の　騰蜘　　　　　　　f24°°A）、の難・
ド介綴魔溺髄麟に庸るイオ艶融め額娠ぎ　　　　　　　　離づき・ヂメ例
1∫1疲凌蒸魂磯鞘舜飼燃第瀬の如くo・」・m…　　　　　　　　ソシ灘郷まそ曜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．！9、3

∵、『嚇胃←塵欺かギ頭翼喰職良瀞摘とと4　　　　　　齢さら獣きい，
レ藩縢鍍灘驚籔臨；撃婁罪，Jtい・　・嘉欝野さ
・，・隔”」痴ズ・げ妙》鮎轡ズアル脅噂の蜥　　　　　　 ，・SV　Fソのオ・・P難㌶
にが脚鋤・麟腰蛎魂ント飛ゾ，輪　・　Ngゆイ　　で醗の雌障ご
1遍醒ゆ融轡騨鱒動繍弾葛・残一｝　肇β畦∴轡によりN磯・；
誌薫：漁爵欧烹二誌｛こ臨：囲∵る冨豪」．：二国　＿，ゼ．　1畳．．箪拐．C・．



1レ∵∴㌔凱・凪∴・∵／一㌧讐べ』i）
　　　9’』ヱ46　　、　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　、

　　、含瀬れ・Nの鷹檎の蹴梱じ吸隙繊酵れ
　　るζとは第7隠に示す¢5）この置換基のels面性への影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　／　　　　　　　　ザ　　　　　　　　　　　㌔
　　　　　　　　、

憾　鳳

護

　一　瑳2

偏　　〃

　？r
　ミ8
　Xl　舶ぢ
　　　4

ピ

’　　　2

9㌦卿’

　◎

錫廼
齢o磯．

・∵、、、ゴザ〆嵩マ〆’㍉31堂、∵x馬1弐ゾ1∵演

ン’＼，s　賦　＿∴セ　’生，隆議究〆　フ㌻

3i，9・A　e扇いて蜥子る繍噛舷脅癬ま鄭∴

　　　　　　　i31］竃9：353ク33　4／434547　’
　　’　　，　　　　　　　‘　　　YXIo－3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　噂
　　L　　・〆　’策7圖’　　　　　　・
　　、以外に灘繕性への影響があり，すでにペソゼソご置換燈

　　で囲れたが一般に辮秀子は共鳴に與h＞るごつb基本欝

　　強のエ～ゆギ嘩が非ew；分子のそれより小さく長灘蓬
　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　吸牧を示すゴ　　　　　．　　　　’
　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　f

　　　以上吸牧原子團およびその愛化性について解醗した
　　’が，こ⑳蝋にま碇齢線ま舳・め法則ec．・6・lbずく

　　雫璽⑫る。．．　’5　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　D＝　lag，　’1　Td／∫＝　sdc　　　　　l　　（1）

　　　　　　　　　　　｛
　　こNでるは波長λの溶媒のみQ蓬過光・1・eま液厨4濃

　　．度：を遽つた遜過光｝の強さでDをoptibal　densityと
t

　　よぶ。eを分子吸放係激，　d一定の時b・d＝bをca1i・

　　brati◎毒’coe飽ie鼠と辱び共に波長の函藪である。吸孜

　　曲線は波長または波敷（波長むi鵬虻）を横軸にε310g　S・」

　　叉はPを縦軸にとつて示される。「一成分系の発析では・
　　　　し　　①からPを知つて・がわかるカ…・鍼堺例えば”

x　威分系で波長iでは　　　　　　　　・
　　　　Pぽ諏動1C至十bi2　C2十b，tS　C3十……十binCn　　（2）

　　　　i　　，Cは各成分の濃度，　bはcalibration　c◎e缶cient、で，
　　　　　　　　　　　メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x

　　J竃1，2，3…％のnケの波長で測定すればnケの未知敷
　　　　　み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　y

　　に麹し次のnケの濁立な聯宴方程式が得られる6

　　　　D認＝　b■1　Ct十bn2　C2十bn3　C3十・∴・・：十bm，Cn’（3）．

　　．（3）を解いて斉濃度が決定され多わけである。すなわち・

　　・　　C”＝knl　1）1キkm　D2十kn3　D3十…t・・十knn　Dn　　（4）

　　．こ玉でknnぱbnnめl　inverse　matrixであるoこの方
　　灘簡易化す紋樋観巌を作る方法カミこころみら

　　れている。ζの方法で多威分系の分班を精度良く行うに

　　は純梓な各球分のbを鱒り・測定波長（key　banqとい

　＼　う）で相當異る吸狡を各成分が示すごとが必要であるが，

　　癖い蘭述のように類似化合物で庵吸孜差を示すた夢適當

　；に選揮しで労析でき為。例えば第3圖のペソゼソ，トル　、

　　エyの二威母系では2620，2685Aの二波長で測定して

　　砺できる・戴孫の例ではナフ）’）ソsaメチ・吸

｝：Lびβメチ・げフ夘ンでそれぞれの吸蠣大3110・3ユ40一

轍∴略、∴t－li．ぐ、∴，，∫∴、∴〆ジ・

　　　jua7・7ew　A、塑．勲　　　　　　　、
　’　　　　　第～8’画　　　　　　　　　　　　　　・

のそれより緬場ギーの幅ち袖構繍に
　　影響されるビとが少いからであるひまた測定滝が嚴密な　’

　　輩色光でなくそあ範薗で吸繊彰があれば見掛けの偏誰：’、

　　を示す。これには綜スペクト〆ルを臆いる方法が南る。例’，

　　Stiec　3132，3021，27ssA　‘p　JMg・線で第掴のアspy，　・

　　Nメ勲献ぴ耳，ド＾ヂメ勉ア轟りyρ秀析晦ぎ，

　　る。6）　，ジ　’．　・1　・・　’ゴ
・・搬蹴ス塀ルであるがr噛結合観つ議姫
、働の購購腿一重墳と鍾項の朕態があり汐一Lt
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　軍蹴齢りの繕i擬曝磯殉琴項翠韓りは比1．
　　鮫的蓬く燐光客ペク5ルが見られる◎綾毒はLeWip　，一
　　’　　　　　　　　　　　N　　x　　　ti　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チニ

　　派71磯り19碑蹴めて脚され鏡い雛郷ペク
　　トルのため分析に役立つがまだ研i究が秀分でな袴ふ前者
　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　は吸弊ペクト…と継レ嘩麹磯罐で磯幽㌣
　　いる・撫孜磁隣離猷騨脚欄影鞭うげで’
　　勘起エネルギーめ移動を生じ8）褒光スペグトル獲暫ヒを生’　1，．’
　　　　　　　ぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　v

　　じ分析を可能にするo　．　　ド　　　　”；．、　　　ts

　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
　　　富ずその魏察された規則性についズのべ，その働を上

　　朧量痛について翻する．①蹴に1ま嬬のよい二

　　共魎ゴ重結合系，ことに醜電子の籠ま九はわな（e！eCt

　　t・。n：Cage　o．・．tr・p）雄嫡起エネルギニカ縣ま≠・は振

　　動廻鱒エネルギーに韓換しにくい欝i遙ぷ必要で饗稻欝逡

　　の蒔奪光は彊い。（2）蓼幽溝蕪造のも、の，ことに重い置．

　　換gercより獲光は弱まり）周時た鋪欝造のものに比レぶ
　　搬眼蜘こずれる・（，3）　sw・ec・lkる立購轡ごよ一’“　“t’・

　　り共範ご重結合系の：雫面性が失われ共鳴が妨審される時　〆

　　搬噸波長にずれる・て4壌光の彊度は嬬する働ジt
　　質の影響をうけやすい。ベンゼシ置換膿でほペソゼソはs、

　、紫外にx光するが・、とく、に電子供輿瞬恥2・QHとこれ

　　に凱魁ソ位鷹葎馨C°QH｛・欄曜換牌ピぐ
　　帳譲にずれる・例斌捌爾・噸ア齢ラニ噸
　　で，オルソ置換は電子籠に好鄭合であるδ寄らに1蕩2に”
　　　　　　　　　　　　　　ぬ　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f　　　　　　　　　ゆ

　　封欝に4・5，置換を行い鍬総欝蓬になると費死は曝寧るOxr一

　　　　　　　ケ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　e
　　　　　　　　　　　’　　　こし　　　　　　l　t　　　…

　　　　あ→証∫鋤：£ン〕撫∵；1鴛烈党’謡議滋漏

勧゜，m・　Pキシ @望
　ロ｛ル，　エチルペ

ンゼ》で・’　24ケ5・　醒

ぞ鵬珈o，2海　騎
　lA、で分析できる6へ

　庵ちるんこれらは　　．．．、u

．恥め蜘・じ’
黶F

嶺がうことヵ鱗翼　、

1だがゴ赫吸灘一、
ノその偏差が起らな
　i　　　　　　　　　　　　　　　　　や

・いのゼ便利、であ　…、

鄭そ緯郷讐　・
、脚ζ黙す確子’

　xネをギPは撰動・

　　　　　　　Sl－1三



μ・炉P忌ド　㌧＼し1”、　t－－3’一／㌘∵、評　＼」　rt
　　　　　　し‘　　　＼　　、「　　　’　　　s　　’f　　　　，　　　　　　　　t

ぬ・@　　　餓4k　・第4號ら　　　　　　　　　　　“F

　　　ハイジロキノソー2，5ヂ飯ルブォγ酸はこの爾である。

　　　一ツルオ1～ッセイソ（1）は彊く獲光するが，そ，㊨　OH，

　　　cqOHにエチ・・（2）・干チルスルフイド（3）esい置

、．・，一・ ｷをして弊i辮に

旨泌と酬娠じ
　髭　護光極大は長波畏・

　　　へずれる。9）　（第

　’　　9圃）メ’チヒγ。‘

　　　アソズラキノソ・
　　　　　　＃
》　　（i）のゴ方のH

　　　をCH輝換憐　伽響
　　　　　　　　　　　　　　・　第　9　圓　　　塁購勲こなると（2）

＿蜜を漁麟一576・・Aと畏罫＼C／H
　　　波長にずれ・二つCH3置換し野溝　　　　il　　　K

の辮購勘鰍長べめ矧膿C恥置鋤禦灘に立
僅障害し弔面性が

央われ共鴫を滅ず

るためである。こ

かように鷹継お

よび講艦鍵化によ

、り眼牧スペクトル

まり鋭敏に竣舅珍し

かラ徽スペクド　　卿璽Apaua　4卿

ルて1絃いちじるし　　　　　　第．10　圓　・．

噸灘めな蝿の或は近紫外に吸牧のないもので樋

甑騨謹鶴却購さ也そ魔子朕鰍鰍て
畿スペ曝クFルを攣えうる偉利がある。上⑳フルオレッ

一“セイK置i換饅は脂肪族ハ「kゲソ化物・一フルオレッセイ’y
　　　　　　　　　　‘　　　　　　．　　　　　1　　　　　　ご　c　　　　　　　　　　　l

∵r駈、　ヘン…・い芦∵＼∵∴・㌧∵婬≠覧轡孝、糊

’t　　　　　　．　”　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　147
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀
一・ma反感メチレソ・アソスラキノソ置換燈はアルデヒ

下およ賦ケトソーアシス・ソ反懸のX光スペクトル墾化

でテれそれの分析に用いられる。類似り方法で第一級お．

　よび簾2級アミ．・一・sクエソ醗コハク酸，アStノ酸，ぺ1

話シリソ，蛋白質等の分析，近くマ・ソ酸誘導臨7ル

　コール類に成功しているが11）詳細は他物質による襲光　　・

　　　　な
i墜化とともに襲光分析（Luminescence　Analysis）とし　　，

て別の機會にゆずる。　，

it襲光スペクトルによる定量分析では，働鞘のみが吸　　゜

散されx光の吸牧されない溶液でKi）式より
　　　　i◎9あノ2b－1訪S訟ε。d・‘　　　　’　・　　　　　　（5），’　　　、

lesで砺臨鵬C鵡の時1。±kPpどし㌶Lは灘㌧t
Cでの護光彊度，Coは最大護光Loの時の臨界濃度と

vすれば　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　r’　1・gL・偽一加ε・d・e（C＞C・）　（6）1　・

　稀薄な溶液では近似的に五㏄Cと見なされ，Coに近づ

　く純つμ（6）式と一一致しC6より濃厚では：普通聾光は減

　亡Perrinの式にしたがう。

　　・，　．1・9　L・／L＝　igle（q＞C・）　・　（7）l　It．

　これらから獲光強慶測定により定量分析できるが，とく

に灘藏難で鯛で劫罎分析賄敷である・’，
　　以上福學的分析では困難な葺析屯紫外卿汝および護光
　　　　　　　s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

　スペグトル分析でたくみに分析できゐことMなる。　　一

　　　　　イ　　　　　　交　　　　献　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　、　，

　　1）　　膝森榮二，　璽…塵醐　　3，6（1951♪　　　　　　　　，　．

　　2）R．SMu徽e聾，　J．　Chem．　Phys．，7，12ゴ（1939）
　　3）J．・R．P臨3：　Ami　C＃em．　S。c．，67，673（1945）’

　　4）　L．DQuband，」．　M　Vandenbelti　Ibid♪、67．1838（1945）

聯　　　5）　W．R．　Remifigton．　Ibid．　67，1838’（1945）　　　　　　　　　　　　，

　　6）D。D．　Tunicliff，　An釦．　Che臨，20，828（1948）　　’
－　7）　G．N：　Lewi8　and　M．　Ka血a，　J．　Am　Ch㎝．　Soa，2100　「

　　r　（1944、・r　　　・x・　　　　　　　「
　　8）　’麟覇霞…二；　・イ七醸琶≧鯉蔓載4，　451　（1950）

　　9）　麟i漿二二，　　目イヒ誌，　71，　471　（195Q），
　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　10）　　藤襯i二二，　　　日本｛ヒ學煽r電子囎譲¢輪綴裂i（1951，　1、

　　11）籐森榮二・ヱ化誌殻穣豫簿・、　“

　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　＃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J　　ノ
∴　s　　　次　號醸；告（1951年昏月號）
　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　り
　　　．　　冨’‘動力餐，源り特集櫨

L．　’醸一誰　動力養源の將來………・……’”“…”：ee藝’鮫一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　1驚集　　　，　　　　　　一、
J，．　i @　　、　本邦の水力；・…∴・tr……‘・…・山………薩田　韻旛

綜’、、　　火　力（燃繋）……・…・・…・…・…・…黒澤俊一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ
　　　　、・　動力左しセの原乎力轡…’蝋……・’”熊谷　寛夫

“∵　　’　地鞭縄∵…一・一；一・一一1・一…・・｛鍵餐寛九翻

窃♂．風力糊の語・－i”；－1－t－・・m螂．
，　　　・㍉　　太陽熱利用の譜……・・…；…・………・橘　　朧雄

『　1麟浪欄酢ネルigV6利用…・1・…鴫／轍

や＼，篭ee　espa・「ト！藩細やク・蹄モ昌畝等

〆　、　tpm．pmJ　＝．r：t“e　　陣一“　　▽　一”　　・’

君㌧　　　一　♂　．　、　…　　　　　　　　　　“　　　，

嘉娠i叔∴ご・、2∴s”．！∫㍗獄　，㌧∴

ち　　一　　Ili1i産絞術研究所報告豫告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お
　　　く　ノ｛生研報告第工雀第7號と’して，澤井善三郎激授i著“抵

抗溶接の溶撲機欝と溶接條件の遽定”カミ近く蛮行される
　　　　s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　

灘…である。、　駄．　　　、　一
　これ拭抵抗溶擁中に溶餐部に生ずる電無的，熱的並び
・に機搬酌現象を實鍮と熱傳導の理論とから探索し，’時聞

とともに溶接が如何に逡行して行くかを推論した研究報　　，

告砺るが謎らにヒ鰯難果を箋鹸として・麟准

溶灘課を郷ゆに擦な溶灘流穂醜時醗の
欄麟件ape「elこ鮒墾理釣妨灘慰とと競こ・
電流波形を適嘗に制御すると融溶接ではζくにすぐれた

効果を表すことを述ドてある。　＿

、な影本撹は多少増励する豫定であるから，御希墓の向

は當所業務宛申込あば嚢費でお顛ちするPe

’t @』　、　　　　1、．。as
　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　　’9　n－　…　　　．　陸　　　い’デ　　、　　．，－t　　　　”ぐ．｛　　工∫


